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近赤外線二色図上におけるAGNの性質：Hyperzを用いたモンテカルロ・シ
ミュレーション
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異なる 2バンドでの等級差によって表される天体の “色”は、その天体のスペクトルに関する情報の一部を与え
てくれる。そのため、適切な色を調べることにより、天体の種類をある程度絞り込むことが可能となる。分光観
測に比べ測光観測が非常に容易な点からも、天体の色によってその種類を絞り込むことは、同一の天体サンプル
を数多く集めるうえでも非常に有用である。
これまでに我々は、2MASSとROSATの点源カタログを cross-identificationし、2MASS等級を利用した (H −

KS)-(J−H)二色図上での分布の類推からAGN候補天体の抜き出しを行ってきた（2008年春季年会 S25b）。AGN
の二色図上での分布は、2008年春季年会で既知のAGNを用いて示したように、通常の恒星と比べ、（J −H）で
類似し、（H −KS）でより赤い位置にある。さらに 2009年春季年会（S15a）では、AGNと放射機構が類似ある
いは赤外・X線で明るく、それらの二色図上での分布がAGNのものと類似すると期待される 4つの天体の二色図
上での分布を調べ、これらもやはりAGNとは異なる分布を示すことを報告した。
今回我々は、Hyperzコード（Bolzonella et al. 2000）を用い、AGNの近赤外線での色をモンテカルロシミュ

レーションにより求め、それらの近赤外線二色図上での分布を調べた。利用した SEDのテンプレートは、Polletta
et al. (2007)にある AGN・クエーサーのものである。仮定した SEDにより多少の違いはあるものの、大半の場
合、低赤方偏移のAGN・クエーサーがこれまでに報告した AGNと同様な分布を示すことがわかった。したがっ
て、我々がこれまでに行ったAGNの抜き出しは十分に信頼できるものだといえる。講演では、赤方偏移による二
色図上での分布の違いについても報告する。


